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はじめに 

「だぁすけ だいじんぁ」 だから たからもの 

日本再発見塾は、文化芸術を中心に様々な分野のトップランナーが呼びかけ人となっ

て 2005 年にはじまりました。各地を訪れ日本を再発見し、その地域を元気にしたい

という思いで続けてきました。そして節目の第１０回が十日町市で開催されました。

世界的な豪雪地帯であるこの地域。効率化やグローバル化が進む現代では「なぜこの

ような自然の厳しい土地に住むのか」と思われがちなところです。しかし縄文時代か

ら人が暮らし、この厳しい雪でさえも「たからもの」にする暮らしが息づいています。

講師の皆さん、過去の開催地や市外から参加する人たちと地域に暮らす人たちが一緒

になって伝統文化、職人の技、雪と深く関わった暮らしぶり、風土など「衣・食・住」 

を中心に十日町市の魅力、誇りを再発見した二日間となりました。 

「雪里」という縄文時代から続く、厳しい自然とうまく折り合いを付け、自然の恵み

を巧みに利用して、自然と共存するという雪国独特の風土の中で培われた十日町の持

続な暮らし方を大切にすることが、日本の未来、地球の未来に繋がるひとつになれば

と願っています。 

 

 

日本再発見塾 in 十日町実行委員会一同 
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■十日町市の紹介 

 

新潟県中南部の信濃川中流域の盆地に位置し、日本最大規模の河岸段丘のある自然豊かな土地で

す。気候は日本海側気候で四季折々の季節感があり、世界有数の豪雪地帯で平均積雪は 2ｍを超

え、山沿いでは 5ｍを超えることもあります。人口は、十日町市は 6 万人弱、面積は約 590 平方

キロメートルで、魚沼産コシヒカリの中心的な産地で、伝統的な産業としては織物産業が盛んで

す。 

 

     
■雪里と棚田 

波打つ急な地形と粘土質の土壌と豪雪により、この地域は地すべりが非常に起きやすい地域です。

先人たちは知恵と労働で、この厳しい自然条件、地形条件とうまく折り合いをつけながら今日ま

で棚田を作り続け、現役の生産圃場として活用してきました。生態系、治水、生産が巧みに調和

した伝統技術といっていいでしょう。「美」を持つ里山の風景は、稲作を中心に息づいてきた日本

の原風景として注目されています。プロ、アマチュアを含め多くの写真家を魅了してやみません。 

■縄文土器 

鮭が遡上する大河と豊な広葉樹林に覆われた台地がある信濃川中流域。約 4500 年前の縄文時代に

は多くの人びとが生活し、津南町から長岡にかけては火焔型土器の出土が極めて濃く、妻有は縄

文文化圏の中心的な存在のひとつだったと云われています。十日町市内の笹山遺跡から出土した

火焔型土器は 928 点が国宝に指定され、パリやロンドンでも紹介され、その芸術性についても高

く評価されました。 
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■きもの 

織物産業は十日町の基幹産業です。江戸時代には「越後ちぢみ」が全盛を誇り、明治、大正を経

て発展。昭和に入ると友禅が急成長し、「十日町絣」「明石ちぢみ」が国の伝統的工芸品の指定を

受けました。市内には「きもの絵巻館」「体験工房」などで展示、織り、染めの体験を楽しむこと

もできます。また、アンギン（麻織物）は縄文時代から伝わる織物で、織物産業のルーツと言え、

この麻織物は上杉謙信など戦国時代武将の大きな財源でした。 

■魚沼産コシヒカリ 

夏でも山に残る雪とブナの森の強い保水力が、棚田の稲作にはなくてはならない豊かな水資源を

支えています。水の力、土壌の力、夏は暑く秋に寒暖の差が大きくなる気候。これらが同じ種か

らできたお米でも魚沼産コシヒカリが特に美味しくなる理由です。また棚田はその周辺は生態系

のバランスが取れた大きなビオトープです。自然の力を巧みに引き出し、自然と共存しながらも、

いい土と水が育くんだ十日町の魚沼産コシヒカリは、味、香り、品質ともに最高峰です。 

■雪 

北陸地域は有数の豪雪地帯ですが、1 月～３月の降水量が 1000ｍｍを超え、それがほとんど雪と

いう地域です。それほどの過酷な場所で 5 万人を越える人々が暮らしている都市は、世界的にみ

ても他に例がありません。多くの被害ももたらす雪ですが、豊かな水、美味しいお米、豊かな生

態系もまた雪の恵みがあってのことです。雪と戦う「克雪」という考えだけでなく、雪室など雪

を厄介者にせず利用する「利雪」という考え方も進んでいます。となりの津南町では平成 18 年豪

雪で地理的に孤立したことを機に、雪を逆手にとって観光資源にすべく「GO 雪共和国」が立ち上

がりました。また十日町は「雪まつり発祥の地」でもあり、昔から雪と共に生きる人びとが多く

住み続けている歴史ある地域です。 

■温泉 

越後妻有地域には数多くの温泉があり、中でも松之山温泉は有馬温泉、草津温泉と並んで日本三

大薬湯のひとつに数えられています。特に、松之山温泉は化石海水と言われ、1200 万年前に閉じ

込められた海水が地熱で暖められ噴出してるものです。薬効は類を見ません。他にも秋山郷温泉

群、清津峡、松代芝峠、千手千年の湯などなど泉質も異なる多くの温泉が地域全域に点在してい

ます。 

■ブナの森 

ブナの森を中心とした広葉樹林の森が多く分布し、そこに生息する鳥、獣、昆虫、魚など豊かな

生態系が広がっています。信越トレイル、スノーランドトレイルなどトレッキングルートも整備

され、四季折々の自然を満喫できます。松之山の「美人林」は年間 10 万人、日本一の観光客が訪

れるブナ林として人気スポットで、登山、散策、森林浴、吟行、写真、スケッチ、キャンプなど

を目的に多くの人が自然を楽しんでいます。また、ブナの森は保水力に長けており、日本一美味

しい魚沼産コシヒカリを支えています。 

■大地の芸術祭 

「越後妻有アートトリエンナーレ」は、過疎高齢化の進む日本有数の豪雪地・越後妻有地域（新

潟県十日町市、津南町）を舞台に、2000 年から開催されている国際芸術祭です。農業を通して大

地とかかわってきた「里山」の暮らしが今も豊かに残っている地域で、「人間は自然に内包される」

を基本理念としたアートを道標に、里山を巡る新しい旅は、アートによる地域づくりの先進事例

として、国内外から注目を集めています。 
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■日程  （２０１５年８月２２日～２３日） 

8 月 22 日(土) 

12:00 十日町駅西口 受付開始 

12:40 十日町駅発（バス） 

12:50 神宮寺着 

13:00 開講式 

1４:00 神宮寺発 

14:40 まち歩き（竹コース：竹所、星峠里山散策コース 姫コース：アンギン織り見学コース） 

16:00 旧奴奈川小学校着 （聞き歩き報告会、たからもの探し ワークショップ） 

18:00 旧奴奈川小学校発 

18:30 夕食交流会（カールベンクスハウス） 

20：30 カールベンクスハウス発 

21:00 芝峠温泉「雲海」 チェックイン 

 

８月 23 日(日)   

06:50 芝峠温泉「雲海」玄関前集合 

07:00 芝峠温泉雲海 出発 

07:30 森の学校キョロロにて 「森の朝食会」 

08:０0 「森の恵みから学ぶ」 

08:45 森の学校キョロロ発 

10:00 シンポジュウム 第一部 十日町の魅力 いるもの／いらないもの  

12:00  雪里ビュッフェ  

13:30 シンポジュウム 第二部 十日町から日本全体へ 日本再発見塾の輪  

14:50  閉講式 バスで十日町駅へ 
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■開講式（四日町観世音  神宮寺）   

平安時代に開創された曹洞宗の古刹で、山門・観音堂・仏像 3 体が県文化財に、境内と山林が

市の文化財に指定されています。現在の建物は江戸後期に造られたもので、山門は宝暦 11 年(1761

年)から明和 6年(1769 年)、観音堂は安永 2年（1773 年）から２０年かけて建造されました。（会

基 坂上田村麻呂）鬱蒼とした杉林、美しい苔の敷きつめられた参道、荘厳にして優美な茅葺屋

根の観音堂と山門、千年の秘仏「十一面観音菩薩」は、1,200 年余の長い間人々に信仰され現在

に至っています。神宮寺は檀家を持たず、茅葺屋根の修復、境内の保全、雪囲い、屋根の雪降ろ

し等々地域の住民によって維持されてきました。 

開講式はこの神宮寺の観音堂を会場にして、第１０回日本再発見塾がスタートとしました。 

村山暁実行委員長の挨拶、呼びかけ人を代表して塩野米松さんの挨拶に続いて日本再発見塾の事

務局から日本再発見塾の趣旨の説明、呼びかけ人の方々の紹介と挨拶。続いて神宮寺方丈、竹内

俊道さんより歓迎の基調講演として神宮寺やこの地域の歴史について講話がありました。最後に

過去の開催地からの参加者の紹介がありました。 

 

曹洞宗神宮寺の観音堂 

  

  

     村山暁実行委員長挨拶         神宮寺竹内俊道方丈による基調講演 
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■まち歩き（竹所集落・星峠の棚田、アンギン織り）  

●竹コース：竹所集落を散策し、バスの中から星峠の棚田など続く里山を視察 

新潟県十日町市竹所。22 年前にドイツ人建築デザイナーのカール・ベンクスさんクリスティナ

さん夫妻が移り住み、消えゆく古民家の建築材料を活かした建物を再生する事業を続けています。

夫妻の自宅がある竹所集落も他の地域と同じく過疎と高齢化が進んできましたが、カール・ベン

クスさんによって７棟の古民家が再生され、５家族が移住しています。一昨年には１８年ぶりに

新生児が誕生し、元々の住人と移住者の新しい関係によって徐々に村は活気を取り戻しつつあり

ます。カール・ベンクスさんがデザインした古民家を再生した建物が建つ竹所集落を歩きながら

里山の魅力を再発見し、古い集落の景観を活かしながら新しいスタイルのこの里山のあり方につ

いて内外からの参加者と共に考えました。 

その後、世界的に有名になった星峠の棚田、木和田集落など古くからある里山の見学を行い、

自然を巧み利用し、その結果美しい景観を作っている日本の農業の原風景を視察しました。 

 

竹所集落のまち歩き 

  

星峠の棚田のまち歩き 

●姫コース：岩田重信さんのアンギン織りの実演を見学 

アンギンとはカラムシなどの麻植物の繊維を細い縄や紐にし、スダレや俵を編むのと同じ技法

で作った編み布のことです。この布の起源は古く、縄文時代前期（約 7,000～5,500 年前）にまで

さかのぼり、室町時代の絵図などにもそれらしき表現がみられるなど、極めて長い歴史があり、

越後上布へと繋がっています。しかし、他の繊維製品が普及するとともに減少し、日常生活の中

からは姿を消してしまいました。現代までアンギンが実際に実用されていた地域は、全国を見わ

たしても十日町市から津南町にかけてのみだったといわれています。しかも最後に実用されたの

は明治時代までで、昭和 28 年に小林存（ながろう）氏がアンギンを再発見したとき、のちにアン
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ギンを製作したことのある最後の人とされた松沢伝二郎氏は 85 歳となっていました（同氏の存在

が知られたのは昭和 35 年）。現代においてまさに消え入る寸前の技術だったのです。（十日町市博

物館より） 

この縄文時代から伝わる麻布アンギンの技術を守る伝統工芸士の岩田重信さんを訪ね、その伝

統技術や豊かな十日町の風土の中に根付いていた技術と「衣」の文化を実際に見学しました。

  

 

   
アンギン織り実演見学（磐田重信さん） 
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■意見交換会 （聞き歩き報告会 十日町市のたからもの探しワークショップ） 

  今年５月より実行委員会メンバー、学生などが十日町市に住む方々を訪ね、十日町市に暮らす

中で、何を十日町市の宝と感じているか、時代の変化の中で埋もれてしまった大切なものなどを

探し、拾い集めた「聞き歩き」をまとめたものを発表し、そこから見えてくる十日町の宝ものに

ついて十日町市民、市外からの参加者、過去の日本再発見塾開催地からの参加者、そこに呼びか

け人の皆さんや地元の匠の人も加わり、「衣」「食」「住」「祭り他」の 4 つのグループに分か

れ、それぞれのテーマについてより深い知見から意見を交わす分科会を開催しました。 

 

会場となった旧奴奈川小学校体育館 

 

 

聞き歩きのまとめ（事前ヒヤリング） 

1～９の項目についてヒヤリングしたものをまとめました。（カッコ内は複数意見の人数） 

 

項目１． 

今は無いものを含めて、昔行われていたお祭り・伝統行事・地域芸能について教えて下さいその

名前、行われた時期、目的（豊作への願いや感謝、先祖や死者への祈りなど）、内容（何日前から

どんな準備をして、当日はどんなふうに行われたか、など）、男性と女性、若い衆と年寄などの役

割分担があればそれぞれの役割についてなど。 

a.鐙坂神楽（１人） 

市内鐙坂地域（信濃川の西側）で豊作祈願を目的に行われ、昭和 46 年頃盛んだった。今から 5

年くらいから行われていない。 

お盆に神社で奉納され各一軒毎にお祓いにまわった。男性と女性、若い衆と年寄などの役割分

担があった。青年団が主体で芸達者の人が選ばれて「衆名取（シュウミョウトリ）」となって神

楽を唄ったり踊ったりした。青年団も高齢化、担い手不足。 

b.新座地区では「ほつけたち」というものが行われていた。 

春と秋の彼岸の際に、地区の子どもが家々を回り、藁を集めて空き地に積み上げて歌いながら

火をつける。藁を集める際にお菓子をもらえた。 
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「ほつけたち ほつけたち （中途不明） きなれ きなれ なかんだれ きなれ いぎなれ」という

ような歌詞。 

b.正月の年取り（５人） 

(大晦日）は、夕方の明るいうちにお膳につき、玄関も鍵をかけた。 

荒巻鮭をさばいて（その家の主人の仕事）焼き正月の料理をお膳に並べる、年神様にお参りし、

夕方から「おめでとうございます。」と正月が始まる。 

正月：（3 が日） 男の正月、神様の正月 

小正月：（旧暦の正月） 女の正月、仏様の正月 

年取りのお膳：昔は「昼の年取り」が十日町では多かった 

c.お盆のお墓参りは提灯を下げてお墓へ行く。お供えしてあるお菓子を子どもが盗っていくのが

お決まりだった。 

d.「おこうしんさま」（庚申講）（４人） 

６軒で１班になっており、２ヵ月に１度の庚申の日に各家持ち回りで賄いをした。特別な掛け

軸を下げ、精進料理をその家の座敷でご馳走になる。江戸時代から行われたが、昭和 50 年代以

降急激に減少した。今は道具を我が家で保管し、庚申の日に掛け軸を下げて父（８８歳）がお

参りするのみ。私（５８歳）は、庚申様のメンバーも知らないので、継承は難しい。 

e.お盆 

私の家の檀家寺は来迎寺ですが、来迎寺に墓がある檀家はお盆の 13 日の夜には、線香やロウソ

クを自家や親戚の墓にも灯すとともに、お菓子を御供物（おくもつ）として墓前に供えます。

墓参りに来た子どもたちは、自家や親戚の墓ではなく、全く縁のない家の墓前にあげられた御

供物であってもお参りをしてもらっていく風習があります。私自身も子どもの頃、お盆の墓参

りに行って、どれだけ御供物がもらえるかが楽しみでした。しかし、これは他市町村ではかな

り珍しいことのようで、話をすると驚かれることがしばしばあります。この地域では割と当た

り前のことですが、十日町や魚沼地域のローカルな風習かもしれません。 

「ぼんぶち」という８月１日に菩提寺に檀家が集まりお経を上げる風習も続いてる。七日盆は、

8 月 7 日に仏具を川で洗ったり、ご先祖様から家までの草刈りをした。 

ｆ.繭玉作り、団子作り 

ミズクサの木に餅玉をつけた稲穂をたくさんつける⇒豊作の祝い木 

g.チンコロ市（旧暦の正月を中心に 5 日飛び）(5 人) 

十日町の由来は、十のつく日に市が開かれたことから「十日町」となった。そこでは、わら細

工、竹細工を中心に取引され、冬場の貴重なビタミン源として「ヤツメウナギ」をたべる習慣

があった。 

合わせて、米粉で作った「チンコロ」という新粉細工が有名で「割れた数だけ幸せになる」と

言われている予祝行事。チンコロは、犬のことだが、米細工で、子犬や干支がモチーフで食紅

も使って色も美しい。酒どころであり、酒蔵で米の削った際にでる米粉を使って作り、無駄に

捨てなかった。 

h. 鳥追い（３人） 

小正月（1 月 14 日）の夜、子供たちは「ほんやら洞」と呼ばれるいわゆるかまくらをつくる。

中には賽ノ神が祭られ、その年の豊年万作を祈る祭。子供の正月で大人は子供の許可がないと

その中に入れない。子供は中に火鉢を中に入れ餅を焼いて食べたり、甘酒を飲んだりして過ご

す。 

昔は子供たちが木槌に縄付けて叩いて回りモグラ追い、拍子木を打ち鳴らしながら「鳥追い歌」

をうたいながら集落を回った。鳥を追い払う内容の歌だが、一時は絶滅した天然記念物のトキ

が害鳥として歌われているのが興味深い。今は家で「ほんやら洞」をつくる子供はほとんどい

ないが、コミュニティ広場で鳥追いを合同で行っている。青少年育成協会が主催して、民謡保

存会が鳥追いの歌や鳥追いの行事の継承している。 

i. 賽ノ神（さいのかみ）（５人） 

小正月の行事で竹を芯に藁を重ねてつくり、ここにしめ飾りなどを集め、夕方火をつける。「ど

んど焼き」ともいう。大白倉集落では小正月に稲わらで直径 10m もある小屋「バイトウ」をつ
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くり、村総出で寄り合って酒を飲みかわすし、その後、五穀豊穣を祈念して「バイトウ」に火

が放たれ、巨大な火柱となる奇祭が今も続いている。 
j.婿投げ（２人） 

松之山地域の奇祭。小正月の行事で、前年に新婚のお嫁さんが小正月に実家に里帰りができる

が、お婿さんもつれて行く。地元の若い人たちがそのお婿さんを神社の階段（結構な高さ）で

雪の中に放り投げる。その後際の賽ノ神の後の灰を集落の人だれそれ構わず顔に塗り合う。今

も続いているが、人口減少で婿が不足し、新婚であれば集落の人でなくても県外の人も応募で

きる。 

k.ショウブ湯 

十日町では 1 か月遅れの 6 月 5 日の夜のお風呂にショウブ・ヨモギ の葉を巻いたものを入れ

る蛇や毒虫除けや農耕儀礼であった。家の門にもショウブとヨモギを下げる。 

l．ロクロウイン 

昔は女性の多くが機を織っていた。6 月 6 日この日は、田仕事、機織りを固く禁じ休息の日と

した。（罰則もあった)着物関係者は諏訪神社にお参りし宴会を毎年している。 

m.ボンブチ 

8 月 1 日に菩提寺に行って、お経をあげてもらう風習。今も続く 

 

項目２． 

今は無いものを含めて、昔行われていた伝統工芸（木、わら、鉄、うるしを使ったものなど、何

でも）を教えて下さい。 

a.藁細工・竹細工（２人） 

色々な藁細工、藁靴、雪靴（スッポン）竹細工、手籠、薄手（ボテ）、笊。 

かつては冬の間は雪片づけの他はやれることがなく、各家で藁細工などをやった。子供のころ

から教えられ、自分の草履は自分で作りらされ、技術を学んだ。親から雪靴（スッポン）をつ

くってもらうととても嬉しく、親を尊敬し、家族の絆も深かった。これらの工芸は、現金収入

になった。 

ワラ細工：スッポン、ワタグツ、スゲボシ、ミノ、スッペゾウリ、ツグラ、ネコツグラなど 

竹細工 ：ボテ、ザル、カンジキ、伊沢和紙、 

木工  ：コシキ（木でできた雪専用スコップ） 

b.アンギン（２人） 

からむし（青苧）、アカソ（赤苧）、ミヤマイラクサなどの繊維を原料として編まれ

た布でアンギンが縄文時代人の衣料の主流であった発掘で分かっているが、残って

いるのは全国的にも十日町周辺だけ。しかし、博物館に資料が残っているものの、

技術の継承はかなり難しい。中条に住み代々着物を織っているという岩田重信さん

がアンギンの高度な技術を持ち続けているが、カラムシの糸を作ることが大変な作

業であり、きめ細かなものを作りには大変な手間がかかり、効率化優先の現代では

続けることが難しいと語っていた。 

c.ちんころ（1 人） 

 項目１．の「ちんころ市」を参照 

 

項目３・ 

地域の中での集まり（講、寄合、青年団、消防団）などはどんなものがありましたか。思いつく

ものをそれぞれ、名前、内容、集まる頻度、どんな人が集まるのか（構成員）、その集まりが地域

にとってどんな役割を果たしていたのかを教えて下さい。 

a.隣組（３人） 

近所 10 軒くらいの集まり、それぞれ支え合い助け合いした。組頭は持ち回り。年 4回程度各家

から一人ずつ出て共同で地域の清掃、草刈等などその地域のための奉仕活動をした。 

b.集落の自治 

地域コミュニティの最小単位で祭りや地域全体の方向性が各組頭に伝えられ、細かなことは組
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で話し合って役割分担を決めて実際の仕事は任される。賀詞交、組頭渡し、花見、納涼会、忘

年会など年に何回か交流会を持っているところがあるが、ほとんどやらないところもあり、総

代（地域コミュニティの長）、振興会、市から言われたことを事務的にこなすだけの組もある。 

c.青年部と祭（２人） 

地域の多くの行事の実働部隊として中心だった青年会の活動は、お祭りの子ども神輿だけにな

り、メンバーの高齢化により解散した。 

昭和町では青年会や婦人会があった。昭和２年くらいからの新しい町内なので、最初は親睦会

のようなものだった。 

d.青年団と消防団 

数年前まで市街地の東部地区 10 町内（水野町、若宮町、田中町東、田中町西、田中町本通り、

川原町、上川町、田川町一丁目、田川町二丁目、田川町三丁目）に居住する（あるいはその出

身者）30 歳以下の男子青年で「東部自衛団」が構成されていました。2001 年５月 20 日に 80 周

年式典が東部会館で行われています。ＯＢの根津さんからかつて聞いた話では、元々は「東部」

以外の自衛団も存在していたが、他の地域の自衛団は消滅し、東部自衛団が最後まで残ったと

のこと。東部自衛団で担っていた主な地域活動を年度当初から年度末までの流れ列挙すると以

下のとおりです。 

  ○火の用心を喚起する拍子木打ち（団員が交代で夜に 10 町内を回る） 

  ○10 町内に設置されている消火器の点検、取替 

  ○愛宕山公園の遊具の設置（雪解け後）、撤去（降雪前）やクリーン作戦の実施 

  ○毎年７月 23 日に行われる愛宕山祭りの運営と翌日の御札配り 

  ○聖衆院（水野町）で秋に行われる多聞天秋祭りへの参加 

    ○多聞天の春祭りである裸押し合いまつり（さんよ）への参加 

フィナーレを飾る「ササラすり」を自衛団の団長が担う消防団の弟分的な性格と地域青年団

の性格を併せ持った団体だったと思います。私が現役団員だった時代は私の学年（1976 年度生

まれ）とその１学年上（1975 年度生まれ）が、人数が多かったのですが、その２学年が 30 歳

の定年を迎えて卒業して団を去ると、団員数が少なくなって急激に力が落ち、何年後かに消滅

しました。東部自衛団が担っていた活動は、東部地区振興会なり、東部体協なり、あるいは元

団員の有志で構成する任意団体なりが引き継いでいます。 

e.じょう会 

村の集まり、月１回、家主が集まる。 

 

項目 4. 

この地域で、昔の人にとって、いちばん身近な神様とは何神様だったでしょうか。雪が深いとき、

コメや作物の無事な豊作を願うときに祈った特別な神様はいますか。 

a.諏訪神社 

十日町中心地にある神社で、8 月 27 日の十日町大祭は市内で一番大きな祭豊年万作を祈った。

他にも初詣、七五三、結婚式なども行われる。四季を通して地元の多くと市民が頼る神社。 

b.神宮寺 

四日町地域だけでなく、多くの住民に古くから信仰されている。神宮寺には、檀家がなく、囲

い、屋根の雪降ろし、雪降機関の参道の道踏み、参道の境内の管理などを出入衆（でいりしょ）

が中心になって古くから行ってきている。春は地域の老人クラブ、青少年育成協会と子供たち

等々集落総出で杉葉、折れた枝の片づけ、祭り前には草取りなど、年何回か集落総出で清掃を

おこなっている。大晦日から元旦にかけて参拝客に対するお神酒、甘酒、桜湯なのどのおもて

なしも出入衆でおこなっている。茅葺屋根の修復用の萱は老人クラブを中心に山に刈りに行く。

神宮寺は地域の宝であり、それを支える地域の皆さんが宝です。 

c.十七夜(４人) 

四日町祇園社の祭りで 7 月 15 日～17 日（現在は近い金土日）、祇園社のお祭り。このお祭りの

中で祝詞をあげる際、神輿が集落をねり歩く際に演奏され、お囃子しは囃子方という小太鼓、

大太鼓、笛からなるが、集落から選ばれた小学生が加わり、小太鼓は小学生男子と決まってい
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た。 

最近は子供が少なく、中学生や女子も囃子方で活躍している。お祭りの 1 月前から夜神社にあ

つまり、練習する。かつての囃子方だった老人も練習に顔お出し、分け隔てなく指導している。

祭のクライマックスである境内に戻ってきた後、神輿が揉み合いをする際にはかつての囃子方

だった年配の人や老人も太鼓をたたき笛を吹き、集落が一体になってお祭が終わる。観光客に

見せるための祭ではなく、自分たちのための祭「十七夜」は宝です。 

ｄ. 身近な神様 

・機（ハタ）神様当地は織物が盛んだった。６月６日には機神様を祭る黒姫神社まつりがおこ

なわれる。この日は「ろくろうえん」機織りや田んぼ仕事はしてはいけない日だったそうで

す。十日町は機織り産業が盛んな土地なので、機織りは女性の仕事で休みなく働きました。

田んぼの休むことがなく、この日だけは強制的に仕事をない日だったようです。（罰則まであ

った） 

・釜神様を休めるため、１月３日は風呂もたてず、ごはんも炊かない。 

特別な神様はいない。鎮守様（神社）くらい。 

・新座のたいけんさま（大慶院）が大晦日に家々を回ってお経をあげてくれた。 

後日「おひもち」という竈の神様のお札を持ってきてくれた。 

・四日町では地域にある天台宗のお寺大寿院の住職を「ほうい様」と呼び「おひまちは」正月

二日に家にお迎えし、一年の厄払い、受験生がいれば合格祈願などを一緒にしてもらった。

家を建てるときの地鎮祭にはだいた「ほうい様」がやっている。今は「おひまち」をする家

も少なくなった。住職が数年前に亡くなり後継者がまだなく、我が家もそれ以来「おひまち」

をやっていない。 

・妻有地域に百三十三番の霊場があり、約３００年を経った今でも残っており、山間部でかつ

豪雪、山間地にかかわらずその大半が当初のままで残されている。それぞれの地域で大切に

守られてきているが、霊場巡りをしている人の話は聞かない。 

 ・十二庚（松之山地区）（犬伏地区）(1 人) 

山の神様のお祭りで山仕事での無事を山の神様に祈願する祭事として行われてきた。十二山

ノ神の信仰の大変盛んな地域で昔はこの「十二講」はどこの家でも行なっていた。しかし、

松之山では数十年前に途絶えてしまった。松代犬伏地域ではまだ行っているらしい。雪があ

るうちに山の木を切り始める雪里の人々はちょうどこのくらいの時期から山に入り始める。2

月の 8日頃で、弓をつくって東の空に向かって矢を放つ。 

 

項目５． 

今のような暖房や除雪器具が無かった時代、冬の厳しさ、雪の多さなどを乗り切るための工  夫

は、どんなものがあったでしょうか。道具でも、時間の過ごし方でも結構です。また冬はほとん

ど他の都会などから閉ざされる時期だと思われますが、そのためにどんな準備をしていたのでし

ょうか。 

a.暖房 

電気、ガスがない時代は、炭が燃料中心で炬燵、行火、火鉢、湯たんぽを使った。 

昭和 30 年後半までは電気は照明だけで暖房は炭が中心。そのころまでは囲炉裏のある家も多

く、囲炉裏で暖をとった。 

b.雪囲い（２人） 

家の一階部分は完全に雪で埋まるので、家の一階の窓、扉は玄関を除いてふさぎ、玄関も雪よ

けの囲いをする。他にも庭木や小屋なども雪囲いをする。集落の神社や公園など集落の共有施

設は集落総出で行う。最近は１階を上げて高床式の家が多くなり、囲いをしなくても済む家も

多くなり、縄の結び方、柱の組み方などの技術が継承できない。 

c.冬の道具 

コシキ（雪用の木製スコップ）、カンジキ、目スダレ（布製のサングラス）、今はカンジキは使う

ものの、他は使われていない。スノーダンプが主力。 

ｄ.雪堀り 
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十日町では 2 階の大屋根まで雪が繋がる。1 階に下りるため通路を掘り下げ、その雪を積み上

げる。十日町の方言では「雪降ろし」とは言わず「雪ほり」（堀上げる）と呼ぶ 

e.味噌玉 

農家では、秋にとれた大豆に塩と麹を加えて味噌玉を作り、囲炉裏の上で熟成させる。これによ

り雪で町に出でかけられなくても漬物や味噌汁には困らない。ひと冬分の食料は確保してあった。

ニュースで孤立、陸の孤島などといわれるが、生活は困ってなく表現が大袈裟で、むかしはそれ

を前提に冬支度していた。 

f.道ふみ番 

雪は「一夜三尺、一日五尺」と言わるほど雪が降るが、隣の家までの道がなくなるため交代で

集落内の道ふみを行った。 

 g.保存食(68 歳、男性、松之山地区) 

玄関から上にでる階段上の道の両側に雪の横穴を掘りってつくる貯蔵庫「雪棚」どこ 

の家も作った。乾燥せず、０℃なので凍結せず、ウサギの肉はちょうどよく発酵した。縁の下

にはイモ穴があり、サツマイモ暖かく囲炉裏の近く、ジャガイモは遠くに、どぶろくも囲炉裏

のそばで作った。 

 

項目６． 

十日町の雪まつりが誕生するより前に、地域で行っていた雪に関する催しものはありましたか。

どんなものですか。 

 鳥追い ほんやら洞、賽の神、婿投げ、バイトウなど冬の地域の行事（１．を参照）があり、

老若男女が楽しむ行事はあった。十日町の雪まつりは、織物組合が中心になり、雪に苦しむより

楽しもうということで始まって、その後商業、観光の意味合いが強くなったが、もともとある行

事は、自分たちの行事を自分たちのためにすることで、集落が結束し、助け合いがあった。 

 

項目７． 

雪が役立つ農法などについて、昔の知恵をご存じの限り教えてください。 

a.雪下ニンジン 

秋収穫せず、そのまま雪の下にして春までそのまま、雪が解ける春に雪から掘り出しながら収

穫する。雪の中で甘みが増し、美味しくなる。 

b.棚田の冬水たんぼ 

秋のうちに耕耘して、代掻きまで終らせる。雪解けが遅いので、なるべく仕事を回しておき、

次の年の春には、代掻きの手間を少なくする。棚田の土砂崩れを防ぐとか、抑草効果があると

か、様々な利点がある。現代ではその風景が風物詩になっている。 

c.冬のきのこ 

 高い樹の又にキノコが出る。夏はとどかない高ところだが、冬は雪があり届く。 

 寒い冬でも雪に覆われるとその中は暖かく、冬でも天然のキノコが収穫できる。 

早春は雪が固くなり、雪の原野を歩きやすくなり、夏は藪で歩きにくいところも簡単に行くこ

とができる。 

d. 雪を利用した燃料確保と建築材の輸送 

燃料は薪で、時炉で火を使う「ぼい切り」は春先行う。それは硬くなった雪原は何処までもま

っすぐ歩ける。冬の間峰に切りためておき、橇で載せておろす 

十二講(2 月中旬)が過ぎると雪の降り方弱まり、雪もかたくなって雪原を歩けるようになる。

家を｣建てるのもこの頃を目安に山に入り、家の材料にある木を見定め、切って「こぶき」を

する。台もち柱（柱や梁の太い中心的な木材）を橇を使った麓の建築現場まで運ぶ。 

新築は雪消えと同時に行う。雪がなければ人力だけで山から建築材料を切りだすことが夏場は

不可能。冬だから人力だけでも材料を里まで切り出すことができる。 

現在も深い谷での工事は冬を待つ。他人の田んぼも川も雪で埋めて橋をつくり工事現場に向か

った。冬しか工事ができないところがある。川面を雪で埋め橋にして、他人の田んぼも雪の上

であれば、壊すことなく自由に重機を移動させることができる。雪は大変かも知れないがうま
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く利用することで少ない労力、経費で仕事ができる。 

 

項目８． 

大きな道路や鉄道が整備される前、近隣地域（松代、松之山など）はあなたにとってどんな存在

でしたか。すごく遠かったですか。行き来はどれくらいあったのでしょうか。 

a.松代、松之山は西頸城地域で、平成 17 年合併するまでは妻有地域（魚沼）ではなく、文化圏も

別で、あまり交流はなかった。 

b. 松之山まではバスで２時間以上かかった。誕生日のお祝いに兄弟で父親から松之山の旅館に連

れていってもらった思い出がある。それだけ特別な地だった。 

c. 遠かった。行ったことがない。 

戦中は昭和町から越ヶ沢まで野菜を買いに行った。妻有大橋のところにあった鉄橋を歩いて渡

った。 

 

項目 9. 

その他 

a.方言 

十日町の方言の中でいいと思うもの 

じょんのび＝「心地よい」「ゆったりとした」という意味。温泉で露天風呂につかったとになど  

つい「あーじょんのび、じょんのび」と口に出てくる。 

だんだんどうも＝特に意味は分からないが、挨拶。家を訪ね「ごめんください」だったり、会議

の冒頭でも使あわれる。 

あんにゃ、おじ＝あんにゃは長男、おじ弟。長男とその他を区別して呼ぶ。長男は特別だった。 
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分科意見交換会 

・「衣」 講師：吉岡幸雄さん、田村恭子さん（市内） 

  麻から糸を績み、布を織るという作業は手間がかかるが、半年雪に閉ざされる生活が丁寧 

な織り物を作ってきました。また雪が多いこと、湿度が高いことが良質で切れにくい糸を生産

し、雪さらしによる漂白など豪雪地帯の風土をうまく利用した織物産業がありました。縄文時

代から受け継がれているアンギン織りを伝承し残してほしいです。 

  

 ・「食」 講師：野崎洋光さん、藤原誠太さん 

 魚沼産コシヒカリの産地で豪雪による豊富な水資源と棚田が多く残っています。お米を中心と

した食文化、半年雪に閉ざされ生活の中で様々な保存食があり、雪は天然の冷蔵庫として活用さ

れてきました。その蓄えがあったお陰で震災にあったときも食料に困らなかった。また、豊富な

山菜を食べることは薬膳であり、健康維持に効果があります。こういった食文化は注目されてい

くと思います。 

   

 ・「住」 講師：近藤誠一さん、佐川 晃さん、佐藤一善さん（市内） 

 豪雪から家を守ることは大変で除雪は重労働です。このリスクを如何に軽減するかの取り組み

で近年耐雪型、落下式、融雪式など屋根の雪を自動的に処理する住宅が多くなっています。一方

豪雪に耐えてきた古民家は根曲がりなど地域の自然の中で育った木材を上手使っている技術が残

っています。古民家を再生しながら地域づくりを進めるカールバンクスさんの活動は、伝統を活

かしながらも雪国での新しいライフスタイルを提案していると思います。また、雪を利活用した

雪室が古くから食料の保存場所として利用されてきました。これを現代にも活かすことができる

と考えます。 

  

       佐川 旭さん               近藤誠一さん                                                                   
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・「祭」 講師：塩野米松さん 佐野良吉さん（市内） 

  

     塩野 米松さん 

雪国の冬の暮らしは厳しく、協力し合う必要があり、祭りは地域の繋がりを強める働きをしてき

た。賽の神、チンコロ市など今も冬のお祭り行事は多く残っています。祭りの多くは元々収獲を

神に感謝する行事であり、地域が協力し合って暮らすための絆の場でした。現代は技術が進み、

助け合う必要性が弱まったことと過疎により祭りは十日町だけでなく衰退する地域が多い状況で

す。しかし、十日町は雪まつり発祥の地であり、宗教ではなく、イベントとしての祭りを戦後間

もなくに市民の手によって始まり、今でも続いていることは興味深いことです。雪を楽しみ、繋

がること中で伝統文化の継承して行くことが必要です。 
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 ■交流会（歌垣） 

築約 100 年の古民家を再生したカールベンクスハウスを会場に交流会を行いました。黛まどか 

さんの指導による歌垣や野崎洋光さんの料理実演などにより交流を深めることができました。 

  

  

カールベンクスハウスにて 

 ■森の朝食会と「森の恵みを学ぶ」 （森の学校キョロロ） 

十日町市立里山科学館 越後松之山「森の学校」キョロロがある松之山地域は特に雪深く、雪国

ならではの雪里のど真ん中にあります。市民・大学・民間企業らと共に地域の宝を研究し、その

宝を展示・教育・体験・活動・里山保全・産業活性などへ幅広く活用し、今までにない地域づく

りを目指している科学館です。村山暁館長をはじめ、里山案内人皆様のガイドで森の学校キョロ

ロに隣接するブナの森「美人林」の中で朝食を食べ、里山案内人のガイドで美人林を散策し、雪

里について、森の恵みについて学びました。 
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シンポジュウム 

 

 

 

 
関口芳史十日町市長の挨拶 

 

    
    呼びかけ人代表 黛まどかさん    コーディネーター 加藤秀樹さん（一部、二部） 
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第一部 十日町の魅力 いるもの/いらないもの 

始めに関口芳史十日町市長の歓迎の挨拶、黛まどか代表,村山暁実行委員長の挨拶に続いて、日

本再発見塾の事務局の加藤秀樹さんのコーディネートで第一部のディスカッションに入りました。 

第一日目の視察、ワークショップを通して見えてくる十日町の魅力、たからものは何かについて、

市内外からの参加者と呼びかけ人、地元講師の皆さんと車座になって議論したことを受けて、各

呼びかけ人の方々により十日町の伝統文化、食文化、生活、住環境、織物などの伝統工芸などそ

れぞれ専門分野の立場からご意見や感想などを聞きました。十日町においては、雪と闘いながら

もその雪を利用し、自然と共に生きてきた暮らし方の中に宝があり、現代社会の効率化を追求す

るライフスタイルの中で失われつつある大切なことが十日町には残っており、日本再発見塾の活

動を通して十日町市民がその宝にあらためて気付くこと、今回のイベントに各地から参加した人

達が学んだことを持ち帰えること、そしてこの活動でそれぞれの地域を繋がることが大切だとい

う内容が議論されました。 

 

パネリスト： 

呼びかけ人 

  

黛かどかさん                 上野 誠さん 

  

       近藤誠一さん                佐川 旭さん 

  

       塩野米松さん                 藤原誠太さん 
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         野崎洋光さん               吉岡幸雄さん 

地元パネリスト 

   

     岩田重信さん               カールベンクスさん 

 

       佐野良吉さん 

 

 コーディネーターの加藤秀樹さんより「自分たち地域は何もないと思っているところが多いが、

実は普段何気ない生活の中にいいものがあり、それを外からの目で再発見するために色々な分

野の専門家が目利き参加している」日本再発見塾の活動趣旨について説明があり、ディスカッ

ションに入りました。 

 

パネラリストの発言の抜粋 

 

・越後上布のように長い冬の間に手間暇をかけたものには作り手の時間とか思いが感じられ愛着

があっていつもまで飽きない。雪国では厄介なものを見方にし、それを個性にしています。 

・幸せと生きやすさを勘違いしていると思います。失敗しなく苦労せず、簡単にできるかことが

生きやすことで幸せと勘違いしている。本当の幸せってなんだったのだろうか。手間暇かけて

苦労して作ったものを手にすることやそのものに本当の幸があると思います。 

（黛まどかさん） 

 

・欧米では、自然は人間が生きるために材料と考えるが、日本は自然と共に生きる考え方がり、

十日町では、厳しい雪と闘うと同時に、雪を利用して生きる暮らしが縄文時代から受け継がれ

ています。利便性の追求で現代の日本人が忘れつつあるこの自然と共存する生活が地方にはま
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だ残っています。 

・プロセスから学ぶことが多く、手間暇をかけることは決して無駄ではないと思います。 

（近藤誠一さん） 

 

・十日町は２つの目をもっている。遠くから眺める面と近場のものを見て生活がありました。都

会では眺めることがなくなっています。この「眺める視点」が大切ですが。かつて生きるため

のデザインだった生活がここでも失いつつある。土から離れつつあるのでもう一度着土して考

える必要があると思います。 

（佐川旭さん） 

 

・車社会が発達して便利になったが、各集落が別々の暮らし方をしています。消雪パイプや融雪

の屋根など便利な社会になるなど今の時点から振り返ると難しい。ちょっと前の時代にさかの

ぼってそこから振り返るといいと思います。車社会というサングラスを外して考えてはいかが

でしょうか。 

・雪国の人は大雪が降って困っていることが自慢し誇りにしています。雪の中でいかに楽しむ正

月から 2 月ぐらいまでたくさんの行事が多くあります。雪に閉ざされているから見つけ出し習

慣が支えになっています。無雪をうたうことはこの誇りを失うことになってしまします。 

（塩野米松さん） 

 

・雪が深いということがこの町のキーワード。雪に閉ざされて外で仕事ができないので衣食住に

雪が密接に関わることが十日町の文化になっています。 

（加藤秀樹さん） 

 

・日本の文化を支えるのは裏山の自然だと思います。ミツバチはその自然が安全であるバロメー

タであり、ミツバチを活用すれば、十日町のお米も健康的で安全な米としてブランディングに

活用できると思います。 

（藤原誠太さん） 

 

・縄文時代から続く苧麻の技術を再現していることがすばらしい。近年の織物はあまり魅力的で

ない。十日町だけでなく、京都でも金沢でも華やかになればなるほど衰えていきます。 

・町おこしは外から見た方がいいモノが見えてくる。観光ではなく、ものづくりからの観点や、

自然を見る新しい旅などの観点から交流することが大切だと思います。 

・家で働く部屋が少なく、現代は台所だけになってしまっています。便利さと共に家での仕事が

少なくなっているが、空いた時間で伝統を守っていくことに繋がればと思います。伝統工芸を

守るにはお金を生む労働だけでなく趣味のようなお金を生まないが時間をかけて丁寧な仕事の

取り組みも必要です。 

（吉岡幸雄さん） 

 

・和服は「着こなし」「場に合わせて着ます。人に合わせて着るもの。文化も着こな。着物でも焼

き物などいいものや人と人を繋ぐ人的なネットワークを日本再発見塾が担っています。 

 （上野 誠さん） 

 

・雪国暮らすことは雪を楽しむということではなく、屋根の雪下ろしについても健康であり、時

間があったからできたという感謝の気持ちです。 

・昔は母親の手作りのものを手にすることが幸せでしたが、今は家で仕事をすることが無くなっ 

てしまいました。 

（岩田重信さん） 
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・竹所は田んぼがあり、田舎だけどさびしさは感じない土地で、その魅力に惹かれ２２年前に移

住しました。雪は多いところですが、雪は大変だとは思いません。しかし、若い人が来るよう

なところにしなければならない。そのためには都会に負けない魅力的な住むところと仕事が必

要です。住むところを良くすれば会社も興味を持ち地方でも仕事が増えると思います。 

（カール・ベンクスさん） 

 

・十日町市内笹山遺跡から出土した火焔型土器は、縄文期の土器として唯一の国宝ですが、これ

は天才的な芸術家が作ったものではなく、各地の技術や人々が交流したことによって長い歳月

の中で形になっていったものです。その交流には信濃川が重要な役割を果たしてきたと思いま

す。 

（佐野良吉さん）
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第二部 十日町から日本全国へ 日本再発見塾の輪 

第１０回の節目を迎えた日本再発見塾。これまで日本各地の開催してきた地域からの当時の実

行委員がパネリストになって、これまでの活動を振り返り、そしてこの活動の輪を広げるために

今後どう繋がり、日本全体を元気にしていく力になるために何をすべきか考えるセッションにな

りました。各地域と当時の取り組みの紹介に続いてその後の取り組みや今後の方向性について議

論しました。 

パネリスト 

  

第 1 回開催地 葛巻町 高家卓範さん       第二回開催地高島町 海東英和さん 

  

第三回開催地飯 飯舘村 菅野典雄さん      第四回開催地 最上町 小林 守さん 

  

第五回開催地 新庄村 酒井正博さん         新庄村 香山 修さん 

  

第六回開催地 波佐見町 児玉盛介さん       波佐見町 廣田 和樹さん 
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第七回開催地 古殿町 竹貫義英さん      第九回開催地 太地町 森岡茂夫さん 

 

過去の各開催地のパネリストからの発言の抜粋（主にその後の取り組みを中心） 

岩手県葛巻町（高家卓範さん） 

・日本再発見塾の後、イベントの際に踊った地元に伝わる盆踊りのことを講師として参加した谷

村新司さんがラジオで紹介し、これに励まされた住民の民芸保存会が自分たちの誇りを取り戻

し、その後の活動の糧になりました。 

・耕作放棄地をそば畑にし、そば畑で写真と俳句のコンテストをする活動を続けています。 

 

滋賀県高島市（海東英和さん） 

・日本再発見塾が残してくれたのは「あなた方の街は捨てたものじゃないよ、いいのがいっぱい

あるじゃないか」とういうことでした。吟行で尋ねた針江のかばたは 2008 年「平成の名水百

選」、2010 年「重要文化的景観」に選定されました。朽木の文化をテーマにしたその時のメン

バーが地元の木材を使って小学校と中学校の体育館を地元の作る事業に発展しました。高島市

は１０年前６つの地域が合併してできた市ですが、日本再発見塾を機に地域を一つにする取り

組みとして大きな成果となりました。 

 

福島県飯舘村（菅野典雄さん） 

・日本再発見塾 in 飯舘のテーマの「までい」は地域で使っている方言で、これは真手（まて）が

語源で、両手 基本に忠実に丁寧に、大切に、念入りに、じっくりと、手間暇惜しまず、ここ

ろをこめて、つつましく、もったいない等の意味がります。これはただの方言ではなくて大切

な日本の心だと思います。そこで村では「までいライフ」を商標登録しました。2011 年 3 月に

起きた福島第一原子力発電所の事故で、飯舘村は全村避難となって５年目に入っていますが、

日本再発見塾で評価された「までい」は、いざ非難生活をしてみるとこれは小さな村の生き残

り策だけでなく、日本の２０年先３０年先の在り様が「までいライフ」ではないかと強く思う

ようになりました。 

 

山形県最上町（小林 守さん） 

・日本再発見塾のテーマは水でした。現在は、松尾芭蕉が泊った家とされている「封人の家」の

前で古民家を再生し、蕎麦屋をする事業が始まっています。 

 

岡山県新庄村（酒井正博さん、香山 修さん） 

・日本再発見塾は森・農業・食をテーマにました。日本再発見塾のメンバーがつながって黛まど

かさんの句碑を建てることになりました。（酒井正博さん） 

・若い人は村の中の床屋を使って集うところができた交流の場となっています。（酒井正博さん） 

・藤原誠太さんのお陰で日本ミツバチを飼う仕事が広がるなど、呼びかけ人の皆さんが残してく

れたもので活動の輪が広がっています。（香山修さん） 

 

長崎県波佐見町（児玉盛介さん 廣田和樹さん） 

・地域活性化という課題に取り組でいる中、日本再発見塾の活動を通してこの課題を考えること
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ができました。（児玉盛介さん） 

・日本再発見塾を地元の人をもっと集めることが必要です。講師の先生方が喜んで力を注いで下

さるには地元の熱意必要です。（児玉盛介さん） 

・日本再発見塾をきっかけとなり、地元の活性化の活動を次の若い世代に主体的を移すことがで

きました。また、地域を連携することを考える良いきっかけになりました。（児玉盛介さん） 

・日本再発見塾は若手中心メンバーで開催しました。その後も活動を実行委員会がイベントを続

けて来ましたが、３年目からは、外に向けて波佐見町の良さをアピールすることから波佐見の

住民に自分達の宝を再発見するイベントに変え、どんどん若手に広がってきており、若手のチ

ーム作りができています。（廣田和樹さん） 

 

福島県古殿町（竹貫義英さん） 

・古殿で開催する予定が東日本大震災の発生で難しくなり、事務局や呼びかけ人の方々と相談し

たところ震災を乗り切るのに日本再発見塾が力になるはずと言われ「福島で寄り合い、語り合

う」という題で実施しました。呼びかけ人の方々と飯飯村村長と町民が語り合い、絆がより深

まり感謝しています。その後の活動として、小学生対象に案山子づくり展示会や食事を作った

り、アートプロジェクトとして星を見る会など若い人を中心に２つから３つのグループに分か

れて活動しています。実行委員会は解散せずにおり、古殿で改めて日本再発見塾をやりたいと

思います。 

 

太地町（森岡茂夫さん） 

・太地町は雪もない、田んぼない地。十日町にきて農耕文化と狩猟文化との違いが多く、文化に

について勉強になりました。太地町での日本再発見塾以降、街を語れる人、町を固める人が増

えてきた。街中を散策する人が増え、空き家の再生が始まり１軒が完成し、地域の交流の場が

できました。ここでは近隣のお年寄りに昔ながらの味噌作りを学ぶなどの活動をしています。

日本再発見塾で知り合った皆さんと情報交換し街づくりを考えて、私たちの街のいいところで

足りないことを再発していきたいと思います。 

 

 ■雪里ビュッフェ 

講師で料理人野崎洋光さんの監修で地元のお母さん方と一緒に野菜や山菜を中心とした地元食

材をふんだんに使って作った 20 種類以上の郷土料理を用意しました。５月に十日町にて野崎さん

指導で今回の料理の検討会を行ない準備してきました。また、料理を載せる皿には第六回日本再

発見塾の開催地「波佐見町」のご協力でプレートをお借りすることができました。通称野崎プレ

ートとばれるこの器は野崎洋光さんと波佐見町の実行委員長でもある廣田和樹さんとのコラボレ

ーションで生まれたプレートです。さらに今回、十日町オリジナルデザインのプレートを２００

枚制作しました。また、ご飯じゃ椀、汁椀にはエコ食器、箸には間伐材の割り箸を使用し、人に

も環境にもやさしい昼食会にとなりました。 

 

野崎さんの料理指導とメニュー検討会（５月） 
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料理を担当した地元お母さん方の 3 団体代表  波佐見焼のプレート（通称野崎プレート） 

  

     雪里ビュッフェ                 盛り付け 

 

雪里ビュッフェの料理 

ご飯  ：魚沼産コシヒカリ（十日町市星峠の棚田米） 

メイン ： あんぼ  蕎麦いなり  しそ味噌  煮なます  なすの味噌和え ぼう鱈  

      ゼンマイ煮  ジャガイモの煮っ転がし  茹でトウモロコシ  

キュウリぶっかけ 糸ウリぶっかけ 

サラダ ： 地野菜の特製ドレッシング（野崎洋光さん監修）  糸ウリのサラダ 

漬物  ： キュウリ漬け  ナス漬け 

汁   ： クジラ汁 

デザート： しそゼリー 

飲み物 ： 甘酒 
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地野菜のサラダ（野崎洋光さん特製ドレッシング） 

  

あんぼ                   そばいなり 

  

         茶豆                 キュウリ漬け 

  

        なす漬け                 しそ味噌 

  
      キュウリぶっかけ             糸ウリぶっかけ  
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なす味噌炒め                 煮なます 

  
     ジャガイモ煮っ転がし                ぼう鱈 

  

ゼンマイ煮                 糸ウリサラダ   

 

十日町オリジナル野崎プレート 

十日町の宝である「縄文土器」「着物」「棚田」「清流」「雪」「稲穂」をモチーフに６種類のオリ 

ジナルプレートを作成しました。 

 

縄文土器      着物     棚田 

 
清流       雪       稲穂 
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 ■アンケート 

 

１．どちらからご参加ですか？ 

 

 

２．年齢は？ 

 
３．性別は？ 

 

４．今回のプログラムは参加してよかったと感じものはなんですか？（複数回答） 

開講式      9 

まち歩き  15 

ワークショップ  14 

交流会    8 

森の朝食会  16 

雪里ビュッフェ  32 

シンポジュウム１部 21 

シンポジューム２部      18 

 

   市外： 安い        2  適当      12   高い          1 

     市内： 無料でも参加しない 0  無料だから参加 9  有料でも参加 14   

 

 

 

 

（3 回以上 8.7％） 
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６．日本再発見塾への参加は何回目ですか？ 

                      

             

７．もっと工夫した方がよいと感じことを教えてください。 

・開催期間（たとえば真冬） 

・参加者が少ない（特にシンポジューム） 

・地元の巻き込が足りない 

・地元の人の話をもっと聞きたかった 

 

８．十日町市の魅力は何だと思いますか 

・人と人のつながりが強いところ 

・雪など自然と共に生きてきた歴史・暮らす人々 

・日本全国の元気のヒントがかること 

・ゆるい公共空間（隣近所との付き合いなど） 

・仕事以外の時間のゆとりと多様性 

・四季がはっきりしている 

・雪国ならではの生活様式 

・雪、水田、農作物と四季を感じられ、それをうまく利用したイベントを行っている 

・豪雪からの知恵、手仕事の伝統 

・人を受け入れ、そこから自分達のことについて気づき学ぶ姿勢があること 

・豪雪に向き合う（楽しむ）心 

・文化の重層性 

・ただの施設がデザインすることで有効に活用 

・ものづくりを大切にしていること 

・人が優しい 

・バランスのとれた衣、食、住、ライフスタイルを可能にする自然・気候 

・2 地域居住が可能な東京との時間距離 

 

９．その他感じたことを自由にお書きください。 

・料理が大変美味しかった 

  ・沢山の参加者を上手に各イベントへ誘導することに感心 

  ・シンポジュームは車座方式の方がよい。ステージと客席に距離があった 

  ・十日町の中で今回の動きが広がってゆくことを望みます。 

  ・「街を語る人」をつくることの大切さがよくわかりました 

  ・多種多様な企画をするところが素晴らしい 

  ・地元の参加者が少ない 

  ・地元の方による料理やワークショップでの議論など貴重な機会も多かった 

  ・若い人達への継承、協力が必要 

  ・地元の人が地元について説明、伝えてられたらよかった 

  ・自分の生活に対する時間の使い方と価値を見直してみたい 

  ・と市民自身が十日町に自信と誇りを持たなければならない 

  ・少数でも「上布」をつくるサークルみたいなものが始まれるでしょうか 

（3 回以上 8.7％） 
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関係者一覧 

順不同、敬称略 

◇呼びかけ人 

 代表 黛まどか 

    上野 誠 

    近藤 誠一 

    佐川 旭 

    塩野 米松 

    藤原 誠太 

    野崎 洋光 

    吉岡 幸雄 

 

◇過去の開催地実行委員 

 第一回開催地 岩手県葛巻町  高家 卓範 

 第二回開催地 滋賀県高島市  海東 英和 

 第三回開催地 福島県飯舘村  菅野 典雄 

                藤井 一彦 

 第四回開催地 山形県最上町  小林 守 

 第五回開催地 岡山県新庄村  酒井 正博 

                香山 修 

 第六回開催地 長崎県波佐見町 児玉 盛介 

                廣田 和樹 

 第七回開催地 福島県古殿町  竹貫 義英 

 第九回開催地 和歌山県大地町 森岡 茂夫 

  

◇協賛 

アサヒビール株式会社 

     

◇後援   

十日町市 

     

◇協力 ポスターデザイン 

麹谷 宏 

     尾身伝吉 

     

    森の朝食会 

    料理 

柳 明美 

小堺 慎一 

島田 伶 

村山 清美 

吉田 春菜 

佐藤 美穂子 

滝沢 恵子 

福原 八重子 
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里山案内 

     石口 松男 

田辺 久子 

小林 誠 

岩西 哲 

小口 成一 

保坂 清 

    

    雪里ビュッフェ料理 

     門脇 洋子 

     千年の市 じろばた 

      星名たつ子 

水品みつ子 

相崎アサ子 

相崎政子 

高橋敏子 

     食生活改善推進委員協議会松代支部 

黒嶋信子 

水沼真由美 

小界美恵子 

佐藤キヨノ 

宮沢花子 

鈴木つゆ子 

山家とし 

伽羅の会 

田口秀子 

櫃間ヒサ 

蔵品順子 

 

◇日本再発見塾事務局 

  加藤 秀樹  田中 俊 

 

◇日本再発見塾 in 十日町実行委員会 

委員長  村山 暁          柳 一成 

副委員長 阿部 真彬         山本 貢弘 

事務局長 池田 徹          渡辺 紗綾子 

カール・ベンクス      太田 夕子 

竹内 俊道         高橋 紀子 

佐藤 隆一 

野沢 恒雄 

村山 優子 

桑原 正 

池 美枝子 

    根津 雅子 

樋口 正文 

中林 靖 

池田 史子 

春日 徹 

村山 貴樹 


